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シルバー人材センターシンボルマーク
　このマークは、全国のシルバー人材セン
ターで働く高齢者が広く連携し、共に働き、
共に助け合っていくことをめざして作成し
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鳥と、動き出す人の姿を表現しています。
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シルバー安曇野

新
し
い
年
を
迎
え
、
事
務
局
役
職
員
が
一
体
と

な
り
、
心
新
た
に
会
員
の
皆
様
が
、
健
康
で
生
き

生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
小
さ
な
発
想
の
転
換
、
気
持
ち
の
切
り
替

　
え
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ご
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
安
や
思
い
煩
い
を
、「
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
の
活
動
が
、

地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
」
と
い
う
誇
り
に
置
き
換
え
、
新
た
な
勇
気

と
活
力
を
抱
き
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
令
和
３
年
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
心
が
落
ち
込
ん
だ
時
、
美
し
い
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
、
こ
こ
で
暮
ら
せ
る

と
い
う
そ
れ
だ
け
で
、
人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ
、
心
を
元
気
に
さ
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
・
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
分
野
で
人
手
不
足
が
生
じ
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
も
、
高
齢

者
の
就
労
提
供
、
中
高
年
齢
層
の
女
性
の
就
労
支
援
を
進
め
る
な
ど
に
よ
り
、
貢

献
し
、
地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
為
に
は
「
会

員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
確
保
」
に
向
け
た
、
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

◆
会
員
拡
大
「
シ
ル
バ
ー
時
代
を
ち
ょ
っ
と
し
た
日
々
の
変
化
で
ゴ
ー
ル
ド
に
」

働
く
こ
と
で
体
を
動
か
し
、
社
会
と
つ
な
が
り
・
仲
間
と
触
れ
合
う
こ
と
は
、

健
康
で
長
生
き
で
き
る
要
因
の
よ
う
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
身
近
な
方
、
配
偶

者
（
奥
様
・
旦
那
様
）
に
是
非
と
も
お
声
掛
け
を
頂
き
、
新
し
い
仲
間
と
し
て
、

共
に
温
か
い
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
新
た
な
職
域
の
開
拓
や
、
空
き
家
管
理
等
従
来
か
ら
の

事
業
を
強
化
し
、
高
齢
者
に
魅
力
あ
る
、
地
域
に
頼
り
に
さ
れ
、
存
在
感
あ
る
安

曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高齢者活躍人材育成確保事業「庭木の手入れ講座」講師より指導を受ける参加者の皆さん

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

田 

野 

尻 

　
正
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
田
野
尻
理
事
長
を
は
じ
め
、
役

職
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く
ご
貢
献

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
振
り
回

さ
れ
続
け
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

貴
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
多
大
な
影

響
が
あ
っ
た
こ
と
と
ご
推
察
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は「
新
し
い
生
活

様
式
」が
常
識
と
な
り
、
ウ
イ
ル
ス

の
存
在
を
意
識
し
な
が
ら
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
こ
の
事
態
が
終

息
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
必
要
な
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
健
康
管
理
に
は
十
分

ご
留
意
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
活
発
な

事
業
活
動
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
生
か
し
た
高
齢
者
の
皆
様
の

活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
支
え
手
、
経
済
の
担
い
手
と
し
て
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は

よ
り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
安
曇
野
市
は
、「
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
重
点
施
策
に
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
ひ

と
り
が
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
健
康
増
進
、
生
き
が
い
活
動
の

充
実
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
の
目

的
達
成
に
向
け
て
、
今
後
も
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
、
会
員
の

皆
様
及
び
ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　
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地域から信頼される地域から信頼される
シルバー人材センターを目指します。シルバー人材センターを目指します。
みんなで「危険ゼロ」をみんなで「危険ゼロ」を
目指します。目指します。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

　

請
負
契
約
額
は
前
年
度
を
約

　

請
負
契
約
額
は
前
年
度
を
約
1010
％
下
回
る

％
下
回
る

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
請
負
に
係
る
契

約
額
の
実
績
は
、３
億
４
１
９
３
万
円
で
、

対
前
年
度
比
約
10
％
減
、
金
額
で
３
６
０

４
万
円
余
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、
公
共
施
設
や
飲
食
・
宿
泊
施

設
等
の
休
業
や
業
務
減
少
等
に
伴
う
も
の

が
大
き
な
原
因
で
す
。

一
方
派
遣
事
業
で
は
、一
昨
年
よ
り「
適

正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
就
業

を
進
め
る
た
め
職
員
を
１
人
配
置
し
派
遣

へ
の
切
り
替
え
を
進
め
て
お
り
、
対
前
年

度
比
約
74
％
増
、
金
額
で
１
０
８
１
万
円

増
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
た
ま
ね
ぎ
直
売

で
の
会
員
拡
大
チ
ラ
シ
配
布
等
各
種
広
報

活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ

９
人
減
の
９
０
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
増
加
と
就
業
の

機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
に
お
き
ま
し
て
今
年
度
も
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促
進

月
間
に
合
せ
て
、
次
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
科	

10
月
19
日　

28
人

	

県
立
こ
ど
も
病
院

穂
高	

10
月
15
日　

31
人

	

穂
高
会
館

三
郷	

10
月
６
日　

36
人

	

三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

堀
金	

10
月
28
日　

26
人

	

堀
金
社
会
福
祉
協
議
会

明
科	

10
月
21
日　

19
人

	

龍
門
淵
公
園

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

中
信
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
防
止

の
た
め
、
９
月
17
日
に
５
セ
ン
タ
ー
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
だ
役
員
研
修
会
を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

幹
事
セ
ン
タ
ー
の
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
ラ
イ
ブ
発
信
会
場
と
し
、

塩
尻
地
域
、
木
曽
、
北
ア
ル
プ
ス
、
安
曇

野
の
各
会
場
へ
映
像
を
配
信
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
初
に
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
宮
下
事
務
局
長
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
が
生

涯
現
役
社
会
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
も
会

員
拡
大
の
必
要
性
が
あ
る
等
の
状
況
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
信
州
大
学
経
法
学
部
の
井
上
信

宏
教
授
か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー
草
創
期
の
理
念

や
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
能
力
を

持
つ
シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
等
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

除草作業に奮闘する会員

オンライン研修風景

～ 

県
内
シ
ル
バ
ー
平
均
も
ほ
ぼ
同
様 

～

令
和
２
年
度　

事
業
実
績
（
４
月
～
10
月
）

区　　分 令和２年度
（10 月末）

令和元年度
（10 月末） 増　減 対前年比

会 員 数 906 人 915 人 △ 9 人 99.0％

請
　
負

受注件数 3,119 件 3,445 件 △ 326 件 90.5％
契約金額 34,193 万円 37,797 万円 △ 3,604 万円 90.5％

内
訳

公共 6,350 万円 6,572 万円 △ 222 万円 96.6％
民間事業所 19,563 万円 22,789 万円 △ 3,226 万円 85.8％
一般家庭 8,280 万円 8,436 万円 △ 156 万円 98.2％

派遣請求額 2,540 万円 1,459 万円 1,081 万円 174.1％

10 月までの事業実績

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
実
施

中
信
シ
協
役
員
研
修
会
を

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
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安
全
就
業
だ
よ
り

草
刈
安
全
講
習
会
開
催

７
月
30
日
午
前
中
に
長
野
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
よ
る
安

全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
穂
高
地
区
の
市
営

住
宅
追
分
団
地
の
剪
定
作
業
現
場
の
就

業
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
シ
連
適
正
就
業
対
策
推
進
委
員
か

ら
は
全
体
的
に
は
安
全
に
配
慮
し
た
就

業
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
特
に
指
摘

事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
故
の

95
％
は
気
の
ゆ
る
み
が
原
因
な
の
で
、

気
を
引
き
締
め
て
安
全
第
一
で
作
業
す

る
よ
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
は
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自

で
、
安
全
・
適
正
就
業
委
員
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
明
科（
草
刈
り
）・
堀
金（
草

刈
り
）・
三
郷
（
草
取
り
）
豊
科
（
剪
定
）

の
４
地
区
を
回
り
、
最
後
に
事
務
所
に

戻
り
検
討
や
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
28
日
草
刈
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
対
象
者

を
「
草
刈
り
作
業
初
心
者
」
と
し
少
人

数
で
の
講
習
会
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
明
科
御
宝
殿
遊
水
池
自
然
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
及
び

そ
の
周
辺
を
会
場
に
、
座
学
と
実
技
を

林
材
業
安
全
管
理
指
導
専
門
家
の
市
川

和
歳
さ
ん
を
講
師
に
お
願
い
し
、
19
人

の
会
員
さ
ん
に
様
々
な
安
全
就
業
に
係

る
情
報
を
い
た
だ
き
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
絶
対
事
故　

を
お
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

就
業
に
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

県推進委員とともに就業状況を確認

講師の話に聞きいる会員の皆さん

事故多発！　非常事態宣言を８月 11 日発令
4月～11月で11件の事故が発生（傷害事故８件、賠償事故２件、交通事故１件）

・夏場に事故が多発
・入院１ヶ月以上の傷害事故が２件も・・・
・事故調査委員会を設置し、現地調査及び聞き取り調査を実施
・事故原因と再発防止策を会員へ周知徹底！

★仕事に慣れて油断や慢心になっていませんか？
★就業前にミーティングでお互いに点検・安全確認はしていますか？
★体調管理は万全ですか？

安全パトロール実施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
防
止
に

　
　
　

	

努
め
ま
し
ょ
う
！

三
密
（
密
閉
・
密
接
・
密
集
）

防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

月
刊 

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

令
和
二
年
十
一
月
号

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
高
齢
者

　
　
　
　〈
生
き
方
・
支
え
方
〉」か
ら

鎌
田 

實
先
生（
医
師
・
作
家
・
諏
訪
中
央

病
院
名
誉
院
長
）の
言
葉
を
抜
粋
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
コ
ロ
ナ
時
代
に
重
要
な

人
と
の
つ
な
が
り

★
社
会
貢
献
が
シ
ニ
ア
の

健
康
を
支
え
る

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
の
３
Ｋ（
キ
ツ
い
、汚
い
、危
険
）

で
は
な
く
、
👈

・
き
つ
そ
う
に
見
え
る
け
ど

き
つ
く
な
い

・
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
で
「感
謝
さ
れ
る
」

・
そ
し
て
「け
っ
こ
う
格
好
い
い
」

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ

か
ら
も
、
よ
り
大
き
な
役
割
を
担

え
る
は
ず
！
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シ
ル
バ
ー
会
員
の
拡
大
と
技
術
講
習

を
目
的
に
、
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
と
連
携
し
て
二
つ
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
60
歳
か
ら
の
健
康
体
操
」
を

健
康
体
操
指
導
員　

太
田
泰
史
先
生
を

講
師
に
20
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
イ
ス

に
座
っ
て
実
際
に
健
康
運
動
を
覚
え

て
、
運
動
の
実
践
で
健
康
な
日
々
が
送

れ
る
か
ら
だ
づ
く
り
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

11
月
22
日
豊
科
北
中
学
校
に
お
い
て

「
庭
木
の
手
入
れ
講
座
」
を
豊
科
造
園

組
合
の
３
名
を
講
師
に
、
ま
た
シ
ル
バ

ー
剪
定
班
の
会
員
３
名
を
講
師
補
助
と

し
て
、
受
講
者
19
名
に
庭
木
の
管
理
や

剪
定
方
法
、
器
具
の
安
全
な
使
い
方
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
講
座
を

機
会
に
会
員
と
な
っ
て
就
業
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す

令和 2 年度 「安全・適正就業標語」応募作品の紹介
県シ連及び当シルバーで審査し、入選作品は、今後の安全啓発に使われます。

応　募　者
（敬称略・順不動）

見逃すな　ヒヤリ・ハットは事故のもと　皆で話して　ゼロ災職場
山田　 詔一

思いやり　仕事に 仲間に お客さま　共働・共助のシルバーワーク

今一度　再度確認　身を守る
島田　 貴安

お互いの　目配り・気配り　事故なくす

安全呼称　慣れた仕事も　確認次第
栗幅　 照夫

安全は　ヒヤリ・ハットの　積み重ね

繰り返す　チェック・確認　事故防ぐ
甕　　 宣子

安全は　いつも自分に　言い聞かせ

チョット待て　慌てる仕事に　事故が追う
渡辺　 弘寿

焦る仕事に　良いことなし　後でトラブル　事故のもと

これくらいでいいだろうと　これくらいで大丈夫だろうは　事故の引き金に
日下部　 憲

熟練されたワザを活かして　事故根絶をはかる

感謝して　働く喜び　事故はなし
武田 フミ子

ゆとり持て　いつも心に　安全意識

あんな事　こんな事と　思う心に　落し穴
矢ノ口 征子

足下の　段差に「オット」　ヒヤリかな

安全は　声かけあって　守られる
原田　 興亜

右・左　前を良く見て　仕事して

注意して　その行動に　落し穴
桑原　　 謙

大丈夫　過信につながる　その心

体力に　合った仕事で　気軽に楽しく
滝澤　 實雄

足を　しっかり上げて　転倒防止

事故は　仕事の始めと終りに　落し穴 伊藤 　英夫

会員が就業中に事故に遭遇したり、 巻き込まれる事態が発生しています。 　安全で適正な就業はみんなの願いです。

会員が応募された標語をお読みいただき、 意識の高揚を図り、 事故の撲滅に役立てましょう！

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

「
健
康
体
操
」
と
「
庭
木
講
座
」
を
開
催

★
障
子
・
襖
替
え
が
で
き
る
会
員
を
急
募
！

　

現
在
、
障
子
や
襖
替
え
が
で
き
る
会
員
が
不
足

し
て
お
り
、
業
務
受
注
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。需

要
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

技
術
を
持
っ
た
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
女
性
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
新
た
な
職
域
ニ
ー
ズ

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
事
業
の
開
拓
を
強
化
し
、
女
性
の
活
躍
す
る
場
を
つ
く
り
ま
す
。

知
り
合
い
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
会
員
拡
大
に
向
け
た
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

60 歳からの健康体操
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◆
会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
三
年

を
迎
え
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

大
き
な
災
害
も
な
く
作
物
も
順
調
に

育
ち
ま
し
た
。
本
年
も
安
全
就
業
に

向
け
て
、
ぜ
ひ
無
事
故
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

◆
調
査
・
広
報
部
会
を
担
当
し
て
２

回
目
の
広
報
を
刊
行
で
き
ま
し
た
。

会
報
を
通
じ
て
会
員
の
皆
さ
ま
の
幅

広
い
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
充
実

し
た
内
容
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
広
報
の
表
紙
写
真
は
毎
号
頭
を
悩

ま
す
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
会
員
の
皆

さ
ま
で
良
い
写
真
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
自
信
作
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
本
年
も
協
働
・
協
助
・
協
愛
の
精

神
で
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
更
な
る
発
展
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

総
務
・
調
査
広
報
部
会

　
　
　

田
口　

一
夫
、
日
下
部　

憲

　
　
　

青
柳　
　

等
、
小
林　

和
子

１
月
分
は
、
２
月
19
日
（
金
）

２
月
分
は
、
３
月
19
日
（
金
）

３
月
分
は
、
４
月
20
日
（
火
）

４
月
分
は
、
５
月
20
日
（
木
）

５
月
分
は
、
６
月
18
日
（
金
）

６
月
分
は
、
７
月
20
日
（
火
）

令
和
元
年
12
月
か
ら
令
和
２
年
11
月
ま

で
の
１
年
間
（
１
月
振
込
～
12
月
振
込
）
の

配
分
金
支
払
証
明
書
（
派
遣
会
員
に
は
源
泉

徴
収
票
）
を
１
月
中
旬
ま
で
に
ご
自
宅
に
郵

送
し
ま
す
。

所
得
税
法
上
、配
分
金
収
入
は「
雑
所
得
」

に
、派
遣
就
業
で
支
払
わ
れ
た
賃
金
は「
給
与

所
得
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
収
入
の
種

別
、
合
算
等
に
よ
り
個
々
に
異
な
る
た
め
、
申

告
の
際
に
税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
後
は
速
や
か
に
就
業
報
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

矢
嶋　

章
二	

様　

令
和
２
年
12
月

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

入
会
し
て
感
じ
た
こ
と

堀 

金
　
臼
井 

久
美
子

紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
仕
事
を
始

め
て
、
先
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
シ
ル
バ

ー
の
お
仲
間
の
皆
さ
ん
が
元
気
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

定
年
退
職
し
た
ば
か
り
の
自
分
か
ら

見
た
ら
皆
さ
ん
大
先
輩
で
す
。
で
も
皆

さ
ん
仕
事
ぶ
り
も
会
話
も
と
て
も
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
す
。

仕
事
の
段
取
り
の
良
さ
、
手
際
の
良

さ
、
そ
し
て
技
の
確
か
さ
、
嗚
呼
、
こ

れ
が
長
年
培
っ
て
き
た
正
に
仲
間
の
皆

さ
ん
の
財
産
な
の
だ
と
、
ま
る
で
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
誇
ら
し
く
さ
え
感
じ

ま
し
た
。

ど
の
仕
事
も
社
会
の
中
で
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
お
仲
間
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
感
じ
て
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

私
も
先
輩
の
皆
さ
ん
に
追
い
つ
け
る

よ
う
体
を
鍛
え
て
仕
事
に
励
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

働
く
楽
し
さ
仲
間
に
感
謝

三 

郷
　
神
谷 

真
平

定
年
退
職
し
趣

味
の
家
庭
菜
園
を

し
な
が
ら
残
り
の
人
生
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
、
シ
ル
バ
ー

（
草
刈
り
班
）
に
入
っ
て
一
緒
に
仕
事

を
や
っ
て
み
な
い
か
と
何
度
か
声
を
か

け
て
頂
き
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
ま
し

た
。刈

払
機
を
使
っ
て
の
作
業
は
初
め
て

の
こ
と
な
の
で
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
の
方
々
の
指
導
の
下
で
作
業

す
る
事
が
で
き
、
休
憩
時
間
の
仲
間
と

の
会
話
も
楽
し
く
仕
事
を
続
け
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
和
の
大
切
さ
も
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
一
人
で
は
で
き

な
い
作
業
も
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
の
協
力

の
お
陰
で
作
業
が
で
き
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
会
員

の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
　
会
　
員
　
の
　
声
　
●

編
集
後
記

配
分
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

就
業
報
告
書
の
提
出
は
早
め
に
！

配
分
金
及
び
派
遣
給
与
の
振
込
日

お
く
や
み


